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小中合同運動会から見えた子どもたちの成長 
  

「紅組合計 300 回、白組合計 308 回。よって、白組の勝ち！」 

白組の大歓声と、客席からの両チームへの温かい拍手が、グラウンドいっぱいに響き渡りまし

た。糠内小学校・中学校合同運動会での長縄競技「みんなでジャンプ！」が幕を閉じた瞬間です。 

児童席へ戻ってきた子どもたちの表情は、満足感にあふれ、全ての力を出し切った充実感が一

目で伝わってきました。子どもたちは、勝敗よりも、口々に自分たちの、そして仲間の頑張りを

称え合っています。「もう足がパンパンで、次の競技は無理かも！」と肩で息をし、苦笑いしな

がらも誇らしげな中学生。これまでにない大記録に興奮を隠せない小学生。それもそのはずです。

これまでの練習では、50 回を超えることすら容易ではなく、時には一桁ということもあったか

らです。しかし、本番という一発勝負の大舞台で、なんと紅組・白組の両チームがともに 300

回を超えるという、誰もが予想していなかった記録を出し、見ている私たちの胸を熱くさせ、深

い感動を与えてくれました。 

練習の何倍もの力を本番で発揮できた背景には、「小中合同」という本校ならではの強みがあ

るのだと考えています。中学生は、小学生が跳びやすいように優しく言葉をかけ、縄の回し方を

工夫し、常に全体を温かくリードしていました。小学生は、そんな頼もしいお兄さん・お姉さん

の背中を必死に追いかけ、その期待に応えようと、小さな体で一生懸命にジャンプを合わせにい

きました。一つの目標に向かい、他者と協力して前向きに行動する、協働する姿が見られました。

また、本番での記録は、決して偶然や運だけで生まれたものではありません。そこに至るまでの

「どうすればもっと跳べるようになるか」「みんなで言葉をかけ合ってタイミングを合わせよう」

と、一人一人が自分事として課題に向き合ってきた主体的な取組の積み重ねがあったからこそ

の結果だと思います。 

糠内学園が義務教育９年間を通じて掲げている「目指す 15 歳の姿」があります。 

「自分の考えをもち、主体的に取り組む子ども」 

「他者と協力し、前向きに判断し、行動する子ども」 

運動会という大きな行事を通じて、この目指す姿の確かな芽が膨らんだことを実感し、頼もし

く思っています。この成長を次のステップへとつなげ、これからの日々の学校生活の中で更に大

きく伸ばしていきたいと考えています。 

当日は、肌寒い天候のなか、最後まで子どもたち一人一人へ温かいご声援と拍手を送り続けて

くださり、誠にありがとうございました。 
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６月７日（日）、１日延期となってしまった運動会を実施することができました。当日は肌

寒い１日となりましたが、子どもたちはその寒さを吹き飛ばすかのように、一生懸命に走り抜

き、力強い姿を見せてくれました。また、仲間を温かく応援し、委員会の仕事をてきぱきとこ

なす姿も本当に素晴らしかったと思います。 

高学年は、特別時間割が始まる前から種目を企画したり、各色の団長としてリーダーシップ

を発揮したりと、長い期間準備を重ねてきました。練習期間中や当日も、下級生を整列させた

り温かい言葉をかけたりと、高学年としての役割を十二分に果たしていました。それに負けじ

と、低学年・中学年の子どもたちも競技を大いに楽しみ、練習の成果を発揮していました。 

競技中の温かい応援やご声援、PTA 競技へのご参加や後片付けのお手伝いなど、保護者・

地域の皆様には、たくさんのご協力をいただきましたことに感謝申し上げます。 
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6 月 9 日（火）に、5・6 年生が、明倫小学校と鹿児島県瀬戸内町立諸頓小学校とのオンラ

イン交流を行いました。今回は、5 年生社会科の「あたたかい土地・寒い土地のくらし」の学

習をふまえ、互いの地域について紹介し合いました。 

最初は緊張していた子どもたちも、次第に打ち解けて

質問が飛び交いました。 糠小からの「海にはどのくら

い入る？」との問いに「1 年中！」と返ってくると、「え

えー！」と驚き。また、こちらの気温「18 度」に諸頓

の子どもたちが「寒い！」と驚くなど、気候の違いを実

感しました。（諸頓はこの日 26 度で全員半袖！）さ              

らに、先日の台 

風で、樹木が折れたり、断水したり、船が止まって食

料に困ったりしたというリアルな話も聞き、学びが深

まりました。 遠く離れた友達と、互いの地域の様子

を聞きながら、オンラインで心の距離を縮める交流と

なりました。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南幕別集合学習は、糠内小・明倫小の２校で年間２回実施します。第１回目は、６月１９日

（金）、糠内小・明倫小の全校児童が明倫小に集まり、２校時と３校時の２時間、合同での授業

を行いました。低学年は体育と図工、中学年は学活と体育、高学年は外国語と総合の授業でし

た。普段とは違う友達や環境での学習に子どもたちは大変楽しそうでした。学習を通じて交流が

深まるよい機会となりました。第２回目は、９月 18 日（金）糠内小が会場です。 

 

 

 

 

SC（スクールカウンセラー）勝崎 一也さん （公認心理師・臨床心理士） 
 
 

 学校や家庭での生活で困っていることはありませんか。友達や家族のこと、人間関係の悩みな

ど、どんなことでも、ご遠慮なくご相談ください。子どもたちはもちろん、保護者のご相談にもご

対応いただけます。相談を希望する場合は、事前に教頭（57-2240）までご連絡をお願いします。 



 

 

 

6 月 11 日（木）、災害時における冷静な判断

と、迅速かつ安全に行動ができるようにするこ

と等をねらいとした避難訓練を実施しました。

今回は、地震後に家庭科室から出火したという

想定です。 

児童は「おさない・はしらない・しゃべらない・

もどらない」を徹底し、落ち着いて行動できまし

た。幕別消防署の方からも「他校の手本となるほ

ど大変上手でした。」とお褒めの言葉をいただき

ました。  

その後は消火体験を行い、大声で火災を知ら

せることや、火元から 2〜3m 離れて箒（ほうき）

を掃くようにホースを動かすといった消火器の

使い方を学びました。今後も訓練を重ね、災害時

に自分の命を守る行動ができるよう意識を高め

ていきます。 

 ６月２3 日（火）8 名の保護者の方にお集まりいただき、午

前８時から作業を行いました。今年度は、例年行っていただい

ている学校農園の囲い柵の設置の他、体育館南側中庭にある樹

木の伐採をしていただきました。中庭の樹木は、冬季除雪の妨

げとなったり、枝が伸びすぎて体育館の窓ガラスの破損の恐れ

があったりするため、伐採をお願 

いしました。皆様のご協力のおか 

げで、子どもたちの教育活動環境 

が綺麗に整備されました。大変お 

忙しい時期にもかかわらずご協力 

いただき、本当にありがとうござ 

いました。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7月の行事予定 
  

１日（水）全校朝会 参観日 

2日（木）合同修学旅行（～3日） 

 ３日（金）CIR①中 

６日（月）職員会議 水泳学習 CIR⑥高 

小中一貫 CS推進連絡会議 

 ８日（水）巡回歯みがき指導 校内研修 

１０日（金）CIR①中②高 スワディ号 

      PTAお楽しみ会 

１３日（月）CIR⑥高 

１４日（火）あっちこっち紙芝居 

１５日（水）中学校合同授業（高） 

１６日（木）児童会 食育指導 

１７日（金）まくべつ教育の日 クラブ 

落語出前高座 CIR①中②高 

２０日（月）海の日 管内ＰＴＡ研究大会 

２1日（火）あっちこっち紙芝居 

２３日（木）大掃除 水泳学習 

２４日（金）１学期終業式 大掃除 

スワディ号 

２７日（月）・２８日（火）学習会 

 

◎夏 季 休 業 7月２5日（土）～ 

8月２３日（日） 

 

◎２学期始業式 ８月２４日（月） 

 


